
「主体的に生き生きと学ぶ子どもの育成」

～ICTの効果的な活用を通して～

一戸町立一戸小学校

教諭 住田 真由美



☆本年度、ICTを活用した授業研１０事例
①第１学年 国語科書写『かたかなのかきかた』「とめ」「はね」「はらい」と「おれ」「まがり」

③第３学年１組 国語科書写『おれ』「日」

④第３学年２組 総合「やってみよう！プログラミング」

⑤第４学年 国語科書写『筆順と字形』「左右」

⑥第５学年 総合『いちのへをPR！～発信！御所野縄文公園！～』

⑧第６学年 算数科『割合の表し方を調べよう』「比」

⑨あじさい１組 生活単元『「楽しかった」を伝えよう』

⑩あじさい２組 自立活動『めざせ！動き方名人』「〇〇名人になろう」

②第３学年１組 算数科『大きい数のしくみ』「10000より大きい数を調べよう」

⑦第５学年 算数科『整数の性質を調べよう』「倍数と公倍数」



単元名『大きい数のしくみ』

題材名「10000より大きい数を調べよう」

（指導時間１０時間 本時４時間目）

第３学年算数科（数と計算）



前時 「操作活動」

教科書のデジタルコンテンツを
使った授業

ねらい

②ICTの操作性を鍛えるため

①数の量感を豊かにするため



①「ストローの数」
まとまりと量感の意識

②「既習の数の表し方」
位の意識

③一万より大きい数
ドットの操作活動操作活動



○ 単元内での主なツールの活用の場面 A１ 「教員による教材の提示」
（文部科学省：「学びのイノベーション事業」の資料に対応させて）

画面の拡大・焦点化

児童の興味・関心を
高める



本時「導入」前時の想起

(C）３

（T）一万の位の
数は？

（T）数を読み
ましょう

(C）３６２５４

(C）６



本時「導入」問題提起

学習支援アプリで児童に
位取り表を送る

（T）1000を23こ集めた数は？

ドットや数字を書き込みながら操作活動
を行い、自分の考えを表す



○ 単元内での主なツールの活用の場面 B１「個に応じる学習」
（文部科学省：「学びのイノベーション事業」の資料に対応させて）

画面一覧で確認可能

・提出状況の把握
・個別指導が必要な
児童の確認



個に応じる学習

ドットや数を書
き込み、自分の
考えを整理

画面一覧で提出状
況と内容を確認→
個別指導へ



○ 単元内での主なツールの活用の場面 B３「思考を深める学習」
（文部科学省：「学びのイノベーション事業」の資料に対応させて）

操作活動・書き込み

試行錯誤

学習課題解決に向け挑戦



本時「導入」
自分の考えを表す

自分の考えを整理して表す

自分の考えをもつ

位取り表に書き込み
ドットの操作活動や
数字の書き込み

位ごとに色分けし
ながら操作活動



思考の共有化 本時「導入」
考えの共有化

提出された児童の考えを
学級全体で共有

自分の考えと友達の考えを
比較検討する

共通点・相違点

課題意識



視覚化 本時「導入」
相違点から課題意識へ

（T）先生の考えです

え～！違う！！

思考の共有化 課題意識へ



○ 単元内での主なツールの活用の場面 C１「発表や話し合い」
（文部科学省：「学びのイノベーション事業」の資料に対応させて）

リアルタイムで考えの
共有化

双方向の考えの伝え合い



根拠をもとに
伝える

書き込みしたテキス
トを基に自分の考え
を伝える。

大型提示装置に映
し出された自分の
考えを伝える。

ICTと紙媒体を関連
させる



共有化
ICTと紙媒体を関連
させる

1000が10こで10000
一万の位へ繰り上げる



自分の考え
を表す

1000が34こ集まった数

カメラ機能を活用し、
学習プリントを撮影し、
教師に送る

学習プリントに自
分の考えを書く

提出した考えを学級全体で共有共有化



練習問題「34000の数の構成」

書く活動を取り入
れ、自分の考えを
アウトプットす
る。

根拠を基に自分の考
えを書く

学習支援アプリのカメラ機能を活用し、
教師に送る

共有化
1000のまとまりに着目



児童の感想

前に学習した時は，100のまとまりで考えたけれど、今日は1000の
まとまりで考えることが分かりました。〇〇さんの考えを聞いて，
数が大きくなるとまとまりの数も大きくなることが分かりました。

主体的・対話的で深い学びが読み取れる姿

さいしょは75000が1000をいくつ集めた数か分からなかったけれど，
70000と5000に分けるといいことに気付きました。

前は小さい数でもこのような考え方でできました。今日も前の考
え方を使って考えることができました。



課題点 視点のもたせ方

「一万の位への繰り上がり」
数と言葉を関連させ、その概念理解と定着を図ることが必要

・児童の言葉から算数用語への押さえと概念理解を確実に行う
「一万の位へおひっこし」「一万の位へ繰り上がり」

・ペアで話す、書く活動を取り入れる



有効だったこと

ICTの効果

①視覚化
②自分の考えを表す

③思考の共有化



その他のICT活用例①「体育」 動画で撮影→友達と確認

マット運動

リズムダンス 友達と技を確認し、アドバイス

【視覚化・協働の学び】

マット運動



その他のICT活用例②「国語」
教材文のまとまり 意見文

振り返り

【まとめる】・【共有化】



その他のICT活用例③「国語科書写」
【視覚化】 写真を撮り教師へ送る

書き方のこつを提示 相違点から書き方のこつへ

書き方を動画で提示



その他のICT活用例④「算数」
かけ算（式と図） 平行四辺形の面積 わり算（あまり）

比 10000より大きな数

【考えを整理し，表す】



その他のICT活用例⑤「社会」「理科」
人物の功績

チョウの体のつくり 生き物のすみか

【まとめる】・【共有化】

自動車レポート



その他のICT活用例⑤

自立活動
（とびばこあそび）

音楽
（リコーダー練習・録音）総合（プログラミング）

自分の跳び方と見
本の動画を比べ，
跳び方のこつを考
える。

描きたい動物を
選び，プログラ
ミングで動きを
つける。

自分のリコーダー
演奏を録音し，練
習に取り組む。

【視覚化】 【パフォーマンス評価】



これまでの歩み

①教師側のICT操作
②ICT機器の活用の仕方
③ICTに不具合が生じた際の
対応

④家庭学習との連携

とまどいや苦労したこと

①ICT研修会の実施
②ICT活用実践レポート作成
③ICTサポートチームの組織づくり
④容量（町教育委員会が対応）
⑤保護者説明会

まずはドキドキ
しながらやって
みる！

相談しながら
効果的な活用に
ついて研究

改善対策



これまでの実践を通したアンケート結果

１ 児童の学習アンケートより

２ ドリル学習アンケートより



児童の学習アンケート結果より①

１学期 ２学期

「とても」回答
２６人アップ！

どんな方法や考え方で取り組むとよいか、
進んで考えているか。

学習課題解決の方法や考え方を自分から進んで考えている児童が増えた。

N＝191 N＝183



児童の学習アンケート結果より②

１学期 ２学期

ペアや学級のみんなと一緒に学習することのよいところは、
どんなところだと思いますか。

友達との学習に肯定的な回答をしている児童数が大きく増えた。

２学期の伸びが大き
い！特に「学習が
もっと分かる」，
「自分の考えを伝え
られる」「わからな
いところを教えても
らえる」の増加が激
しい！



児童の学習アンケート結果より③

１学期 ２学期

パソコンやタブレットを使って自分ができることに〇をつけましょう。

パソコンやタブレット操作でできることが増えた。

２学期の増えてい
る項目が多い！特
に「文字入力」，
「お絵かき」「写
真や動画を撮る」
「ドリル学習」
「インターネット
検索」「作文」
「新聞やカード作
成」の増加が大き
い！



よい点

紙のドリル

①自分の考えを書き込んで考えられる。

②鉛筆ですらすら書ける。

（ぶれない、はっきり書ける）

③持って帰ることができる。

④繰り返してできる。

⑤丸付けが楽しい。

⑥ページが１ページずつある。

タブレットドリル

①楽しい。

②いろいろなアプリでドリルができる。

③丸付けがすぐに自分でできる。

④リトライできる。

⑤きれいに消える。

⑥音が出る。

⑦自分のペースでできる。

⑧毎日学校に持っていかなくてもいい。

<低学年>ドリル学習アンケート①



<中・高学年>
よい点 よくない点

紙のドリル

・直接書き込める、考えを書ける。（じっくり考え、その方が
力がつく）

・自分で丸付けができる、何回も直せる、見直しができ
る。

・正確に漢字が書ける、丁寧に書ける。
・自分のすきなように書いたり消したりできる。
・スペースに筆算が書ける。
・すぐ出して取り組める。
・何回も復習・予習ができる。
・問題数が少ないから問題を解きやすい。
・機械の不具合に左右されない。
・やる場所が分かりやすい。
・持ち運びやすい。
・目にやさしい。

・すぐに答えがでない、丸付けが面倒、答えを見ることがある。

・残りの量が分かるとやる気がでない。

・何度も書き直すとぐちゃぐちゃになる、破ける。

・ドリルを買うためのお金が必要。

・無くす。

・消すのに時間がかかる、面倒。

・鉛筆をとがないとできない。

・字が汚い人の字は分からない。

・繰り返し使えない。

・提出は手渡ししなければならないし、すぐに返ってこない。

・ためるとかさばる。

タブレットド
リル

・答え合わせがすぐできる。（自動でできる）

・楽しいし、消さなくても復習できる。

・書くのが楽、鉛筆・消しゴムを使わない、破れない。

・ヒント、解説がある。

・取組時間も表示される。

・自分に合った問題ができる。

・いろいろな学習ができる。

・履歴学習があるから復習しやすい。

・やる気が出る。

・ページをめくらなくていい。

・タッチするだけで解ける。

・音がでる。

・メモできない。

・書いたり消したりしにくい。

・ぱっと出してすぐにできない。（起動、ログイン）

・不具合がある。

・ちゃんと書いているのにまちがいになる時がある。

・×の音はテンションが下がる。

・字が下手になる。

・長時間見ていると視力低下。

・メモのスペースが紙よりせまい。

・漢字が覚えにくい。

・ネット環境がないとできない。

・データが消えたらおわり。

ドリル学習アンケート②



ドリル学習アンケート③
よい点 よくない点

紙のドリル
・思考過程を記し、自分の考えを視覚化できる。
・問題数、内容、難易度の全体把握が視覚的にで
きる。

・評価では、「思考・判断・表現」が見取りや
すい。

・書く速度（メモ、丁寧）に対応可能。
・取組時間の見通しがもてる。
・軽い。
・電源がいらない、起動時間がいらない。
・使い方が分かりやすい。

・画一的な問題のため、個別最適化できない。
・一度書き込むと繰り返しができない（消す作業
に難）。

・採点・印刷が煩雑。
・問題が更新されない。
・直接提出のみ。
・パフォーマンステストには向かない。

タブレット
ドリル

・児童の実態に合わせ、量・スピード・難易度が
個別最適化。

・問題数が紙ドリルよりはるかに多く与えられる。
・提出のスピード化・取組状況の把握の視覚化。
・課題の印刷や採点が不要。
・パフォーマンステストが可能。
・学習履歴に関心をもち、学習の進め方を試行錯誤
する学習。調整力を身に付けられる。

・知識・技能の定着が効率化。
・授業における知識・技能面にかける時間の短縮
化。

・記述式問題への取組ができない。
（思考・判断・表現の評価）

・教師の問題作成（選択）能力の低下の危惧。
・機能面（充電、フリーズ、起動、ログイン等）
・重い。
・スキル取得までの時間や手間（教師側の使い方
の確認、児童への説明、児童自身のスキル獲得）

・思考過程が残らない。
・採点不要により評価、補充指導を疎かにしては
いけない。

<教師>



効 果 活用内容

紙ドリル

〇書く（県学調で落ちている領域）
・思考過程
・漢字
・記述問題の解答

〇問題の全体把握、見通し
〇評価（「思考・判断・表現」）

タブレット
ドリル

〇個別最適化
〇問題量
〇パフォーマンステスト
〇学習履歴

【考察】

〇漢字練習、漢字の定着
〇記述式（条件のある問題、字数）

〇実態に応じた取組
（量、速さ、レベル）
〇解答後即丸付け
〇取組・提出状況の全体把握（教師）
〇音読、英語発音
〇自主性



これからの課題

①ICTを効果的に活用できる児童

②ノートとタブレットの効果的な

活用



②ノートとタブレットの効果的な活用

①【社会】学習課
題を写真で撮る

②【社会】教科書の
ページとその場面を
記録

③【国語】漢字
の写真→一人勉
強

５年生実践例




